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１．委員の指摘及び提言概要 

燃焼に伴う多環芳香族炭化水素(PAHs)の生成メカニズムに関する基礎研究が充実して行われて

おり、研究目標に沿った研究成果が得られている。例えば、燃焼におけるOPAHsの生成過程につい

てのモデルシミュレーションと実測結果との比較を行い、ある程度の一致が見られている。これら

の研究成果や得られた知見は環境行政にただちに貢献するものではないが、学術研究としての意義

は高いと思われる。生成過程とモデル化の成果を発展させて、OPAHs の生成を減少させるような燃

焼法・燃料構成の提案につながる研究、PAHsの生成抑制法および生成プロセスの活用研究など、今

後は実環境を意識した反応系の解析研究も目指していただきたい。 

 

２．採点結果 
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